
【病害虫の名称：ツマジロクサヨトウ】 更新日：2019年 6月7日
内容

生物学的情報

1-1
学名及び分類
（系統等の有無を含む。）

Spodoptera frugiperda  （J. E. Smith）
チョウ目 ヤガ科Noctuidae
（トウモロコシ加害系統とイネ加害系統の報告あり）［2］

1-2 英名及び和名 fall armyworm　ツマジロクサヨトウ

1-3 寄主又は宿主植物

トウモロコシ、サトウキビ、イネ、オオムギ、コムギ、ソルガム、
ジャガイモ、タバコ、トマト、ナス、ピーマン、アルファルファ、イ
ンゲンマメ、ダイズ、ラッカセイ、カブ、キャベツ、ビート、ホウレ
ンソウ、ワタ、キュウリ、キク、アスパラガス、ショウガ、カーネー
ション、バナナ、サツマイモ、タマネギなど80種以上の作物を含
む広範な植物[1]［3］

1-4 分布地域

北米～南米、カリブ海地域、アフリカ（サハラ以南）、マダ
ガスカル、レユニオン、イエメン、インド、スリランカ、タイ、
バングラデシュ、ベトナム、ミャンマー、中国南部（雲南
省、広西省、貴州省、広東省、湖南省、海南省、福建省、
浙江省、湖北省、四川省、江西省、重慶市、河南省）[1]
※アジアにおける初確認はインド（2018）で、その後、分
布地域は急速に拡大中

1-5 害虫又は病徴の画像（写真等）

1-6 形態

卵：球形、直径0.75mm
幼虫：体長30-40mm（終令）
蛹：14-18mm
成虫：オス体長16mm、開張37mm
　　　　メス体長17mm、開張38mm[1]
　オスの前翅は、暗灰色と褐色で、翅端と中央に三角形
の白斑を有すが、メスでは前翅に明瞭な紋様を欠き、色
は灰褐色～褐色まで様々。［4］

1-7
害虫又は病原体の生活史及び発生生
態

多化性（熱帯では4-6世代、北方では1-2世代）
卵塊の卵数は通常150-200個、メスの生涯産卵数は最
大1000個
卵は2-10日（通常3-5日）で孵化
幼虫期14-21日、蛹期9-13日、成虫寿命12-14日
発育限界温度10.9℃、卵から成虫に必要な有効積算温
度559日度
蛹期間の発育零点は14.6℃、有効積算温度138日度
幼虫の発育適温は28℃［1］

1-8
移動分散（伝染）方法
（自然分散及び人為的分散、媒介生
物）

自然分散：1晩に100km、産卵前に500km以上を移動する
とされるほか［2］、下層ジェット気流による長距離移動
（米南部ミシシッピからカナダまでの1,600kmを30時間で
到達記録あり）［1］
人為分散：輸入貨物の野菜や果実のほか、草本の装飾
品から見つかることもある［1］

侵入を警戒する病害虫に関するリスクプロファイルシート

項目
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オス メス

終齢幼虫（6令） 卵塊

画像はCABI（2019）から引用
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検出方法：フィールドでの葉の食害跡の探索、フェロモン
トラップによる予察（フェロモン (Z)-9-Tetradecenyl
acetate (Z-9-14:OAca)が在来種のイラクサギンウワバ、
シロイチモジヨトウ、タマナヤガと共通）［1］
同定方法：種については形態的特徴により、また系統に
ついては分子生物学的手法により識別可能［2］

3-1 発生地域における被害の程度

　中米・ニカラグアの調査では、肥大期から成熟期のトウ
モロコシに55～100％で本種が加害した場合、収量が15
～73％低下する報告があるほか［1］、米国・フロリダの調
査では、熟期のトウモロコシ1株あたりに本種の発生密度
が0.2～0.8頭の時、収量が5～20%低下する報告がある。
［4］
　また、本種は、西アフリカ及び中央アフリカのトウモロコ
シに対して、アフリカに発生する他のSpodoptera 属より、
はるかに有害である。［1］

3-2 想定される侵入経路
発生地からの自然飛来、本種が寄生した航空輸送され
る野菜、果実、切り花、草本装飾品［1］

3-3 主要国における輸入検疫措置

　EUは、キク属、ナデシコ属、テンジクアオイ属植物（種
子を除く）について、本虫に対する措置として、国際基準
に基づく無発生地域の確立、栽培地検査（直近の１生育
期間の始めから確認されていないこと）又は適切な処理
の実施を求めている。［7］

4-1 国内又は海外における防除方法

化学的防除： CABI（2019）では、エスフェンバレレート、カ
ルバリル、クロルピリホス、マラチオン、ペルメトリン、ラン
バ - シハロトリンの6剤が推奨されているほか[1]、松村
（2019）によれば、中国ではエマメクチン安息香酸塩、シ
ペルメトリン、クロラントラニリプロール、アセタミプリド、ア
セフェートの使用が推奨されている。［8］
※米国ではカルバリルとマラチオンに薬剤耐性の報告が
あるほか[5]、ピレスロイド系、有機リン系、カーバメイト系
の他の殺虫剤にも薬剤耐性の報告がある。［6］
フェロモン剤による交信攪乱：シロイチモジヨトウでは交
信攪乱作用が確認されていることから可能かもしれな
い。[1]
その他：アフリカのツマジロクサヨトウについて、CIMMYT
（2018）により技術ガイドが出版されている。［3］

4-2
国内及び海外におけるアクションプラ
ン、公的防除の情報等

確認できる情報なし

防除に関する情報

検出及び同定方法

4

被害の程度及び現行の検疫措置に関する情報3
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